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第３９回定期大会開催

Ｊ
Ｒ
総
連
は
６
月
５
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会

議
室
に
お
い
て
「
第
39
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
、

向
こ
う
一
年
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

山
口
執
行
委
員
長
よ
り
、「
２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総

連
春
闘
は
『
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
』
に
こ
だ
わ
っ

て
た
た
か
い
抜
き
、
全
て
の
加
盟
単
組
で
定
昇
確

保
と
ベ
ア
を
か
ち
取
り
、
労
連
へ
の
波
及
効
果
を

生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
成
果
と
課
題
を
共
有

し
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
へ
と
つ
な
げ
る
議
論

を
要
請
す
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

で
発
生
し
て
い
る
懲
罰
的
な
日
勤
教
育
や
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
働
き
方
が
起
因
す
る
安
全
問

題
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
む
け
た
取
り
組
み
、
防

衛
三
文
書
に
基
づ
き
戦
争
体
制
の
強
化
が
着
々
と

進
ん
で
い
く
危
険
な
動
向
」
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
総
連
が

直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
連
合
よ
り
石
上
副
事

務
局
長
、
交
運
労
協
よ
り
住
野
議
長
に
ご
出
席
を

賜
り
、
Ｊ
Ｒ
総
連
に
対
す
る
叱
咤
激
励
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、執
行
部
よ
り
第
１
号
議
案「
２
０
２
２

年
度
経
過
報
告
」、
第
２
号
議
案
「
２
０
２
２
年

度
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
」、
第
３

号
議
案
「
犠
牲
者
救
済
規
則
の
適
用
承
認
に
つ
い

て
」、
第
４
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
会
計
剰
余

金
処
分（
案
）」、
第
５
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針（
案
）」、
第
６
号
議
案
「
２
０
２
３
年

度
会
計
予
算（
案
）」の
提
起
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

大
会
質
疑
で
は
、
15
名
の
代
議
員
か
ら

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
中
心
に
、
第
20
回
統

一
地
方
選
挙
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
む
け
た
地
域

と
の
連
帯
運
動
、
安
全
問
題
、
平
和
を
希
求
す
る

取
り
組
み
な
ど
、
実
践
に
基
づ
く
発
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
熊
谷
書
記
長
よ
り
総
括
答
弁

を
お
こ
な
い
、
こ
の
一
年
間
の
た
た
か
い
で
培
わ

れ
た
連
帯
・
共
闘
の
力
を
団
結
力
に
高
め
、
新
た

な
一
年
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
大
会
は

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

第39回定期大会  スローガン
１．�労働諸法制改悪・働き方改悪反対！２０２３ＪＲ総連春闘で培った連帯・共闘の力を団
結力の強化へ高め、組織強化・拡大！２０２４ＪＲ総連春闘勝利！「安全・健康・ゆと
り」を実現しよう！

１．�ＪＲ北海道・ＪＲ貨物の経営支援の具体策実現！地域社会の分断を許さず、鉄道輸送と
物流の全国ネットワークを守るために、地域と共に政策要求の実現に向けてたたかおう！

１．�責任追及回帰の企業風土と懲罰的な日勤教育に反対し、「責任追及から原因究明へ」の
たたかいを強化しよう！！

１．�憲法９条改悪反対！自衛隊の軍備増強・武器輸出反対！原発の再稼働・新増設反対！あ
らゆるテロと一切の戦争政策に反対するために、「抵抗とヒューマニズム」を基底に、す
べての労働者の連帯をつくりあげよう！
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台
風
２
号
と
梅

雨
前
線
に
よ
る
大

雨
で
は
、
組
合
員

に
多
大
な
苦
労
を

お
か
け
し
た
。
環

境
問
題
は
私
た
ち

の
雇
用
と
生
活
に

か
か
わ
る
問
題
で

も
あ
り
、「
人
ご

と
」
で
は
な
い
。

異
常
気
象
を
引
き
起
こ
す
環
境
破
壊
を
す

ぐ
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
鉄
道
の

優
位
性
を
社
会
的
に
訴
え
、
環
境
面
か
ら

政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
今
後
の

課
題
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
「
２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春

闘
」
と
し
て
「
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
」

に
こ
だ
わ
り
た
た
か
っ
た
。
日
本
労
働
運

動
全
体
が
「
産
別
自
決
」「
単
組
自
決
」

と
い
う
現
実
に
あ
る
中
で
、
連
合
や
交
運

労
協
の
春
闘
方
針
を
ベ
ー
ス
に
要
求
を
練

り
上
げ
、
そ
の
方
針
の
下
、
産
別
内
で
の

闘
争
の
意
思
統
一
を
繰
り
返
し
、「
統
一

闘
争
」
に
こ
だ
わ
り
「
２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総

連
春
闘
」
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
の
た
た
か
い
の
教
訓

は
、
た
た
か
い
の
総
括
議
論
を
通
じ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
次
の
た
た
か
い
で

克
服
し
、
組
織
的
な
成
果
に
結
実
し
て
き

た
こ
と
。「
２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
」

も
数
々
の
成
果
と
と
も
に
、「
統
一
闘
争
」

に
向
け
て
各
単
組
と
逐
一
、
情
報
共
有
を

密
に
し
、
激
励
行
動
な
ど
を
組
ん
で
、
た

た
か
い
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
な
ど
課

題
も
生
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
成
果
と
課

題
を
共
有
し
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘

へ
と
つ
な
げ
る
議
論
を
要
請
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
で

「
連
帯
・
共
闘
」
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
。
そ
れ
は
労
働
者
の
力
を
最
大
限

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
必
要
。
労
働
組
合

の
組
織
率
が
低
下
し
て
い
く
中
で
、
組
織

さ
れ
た
労
働
者
の
連
帯
・
共
闘
は
、
Ｊ
Ｒ

総
連
の
み
の
課
題
で
は
な
く
日
本
労
働
運

動
の
課
題
。

　

今
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
２
０
２
３
Ｊ

Ｒ
総
連
春
闘
で
培
っ
た
連
帯
・
共
闘
の
力

を
団
結
力
に
高
め
」
と
い
う
文
言
を
入
れ

た
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
総
連
が
直
面
す
る
大
き

な
課
題
は
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
、
働
き

方
改
革
と
安
全
の
問
題
、
平
和
を
希
求
す

る
取
り
組
み
な
ど
、Ｊ
Ｒ
総
連
を
軸
に
し
、

政
治
を
も
動
か
し
な
が
ら
た
た
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
ば
か
り
。
そ
の
た
た

か
い
に
挑
ん
で
い
く
と
い
う
決
意
を
共
有

し
て
い
く
た
め
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
盛
り

込
ん
だ
。

ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
た
た
か
い
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
５
月
20
日
、
政
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の

た
め
の
た
た
か
い
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
を
意
思
統
一
し
た
。
４
月
21

日
に
地
活
化
法
が
改
正
さ
れ
、
鉄
道
事
業

者
や
自
治
体
の
要
請
で「
再
構
築
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
議
論
に
基
づ
く
実
証
事
業

を
行
い
な
が
ら
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く

仕
組
み
が
で
き
た
。法
案
審
議
の
過
程
で
、

推
薦
議
員
懇
談
会
所
属
の
議
員
と
現
場
で

地
域
と
の
関
係
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る

組
合
員
と
の
議
論
を
つ
く
り
、
附
帯
決
議

に
「
労
働
者
の
参
画
」
を
明
記
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
再
構
築
協
議
会
に

参
画
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
を
求
め

る
取
り
組
み
を
、
各
単
組
の
実
践
を
教
訓

に
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

働
き
方
改
革
と
安
全
の
問
題
に
つ
い
て

　

５
月
23
日
、
東
海
道
線
大
船
駅
構
内
で

異
線
進
入
と
い
う
事
象
が
発
生
し
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
運
転
士
が
駅
職
場
に
異
動

し
業
務
の
見
識
を
拡
げ
る
と
い
う
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
を

終
え
て
運
転
士
に
復
帰
し
、
不
安
を
抱
え

た
ま
ま
乗
務
を
し
て
い
た
と
い
う
現
実
が

あ
る
。

　

経
団
連
は
「
労
働
移
動
」
に
対
し
て
企

業
の
成
長
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

両
面
か
ら
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
産
業
は
労
働
の
経
験
に
よ

り
そ
の
質
を
高
度
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う

特
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
労
働
移
動
」

と
は
関
係
の
薄
い
産
業
だ
っ
た
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
や
少
子
化
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
産
業
の

持
続
的
成
長
の
た
め
に
は
、「
労
働
移
動
」

の
必
要
性
が
増
し
た
こ
と
は
事
実
。
そ
の

過
渡
期
に
あ
る
労
働
者
の
現
実
、
特
に
人

間
と
し
て
の
特
質
な
ど
が
Ｊ
Ｒ
経
営
陣
か

ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問

題
。
駅
か
ら
運
転
士
に
復
帰
し
た
直
後
に

１
０
０
％
の
力
を
発
揮
で
き
る
訳
が
な

い
。
本
人
は
乗
務
前
に
現
場
長
に
不
安
を

訴
え
て
い
た
。そ
れ
に
対
し
現
場
長
は「
何

回
教
育
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
発
言
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
務
管
理
が
横
行
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
安
全
に
と
っ
て
危
機

的
な
状
況
で
あ
る
。

平
和
・
脱
原
発
に
つ
い
て

　

現
在
、
通
常
国
会
で
「
防
衛
費
財
源
確

保
法
案
」
や
「
防
衛
産
業
強
化
法
案
」
の

審
議
が
進
ん
で
い
る
。
国
民
議
論
や
国
会

の
外
交
防
衛
委
員
会
の
議
論
も
な
く
書
き

換
え
ら
れ
た
「
防
衛
三
文
書
」
に
基
づ
き
、

着
々
と
戦
争
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
「
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
に
も
戦
争

に
も
反
対
」と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

こ
の
た
た
か
い
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は

広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
。
Ｊ
Ｒ
総

連
は
「
９
条
連
」
の
仲
間
と
の
連
帯
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。

　

原
発
の
運
転
期
間
を
最
長
60
年
と
す
る

「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
」
が
成
立
し
た
。

こ
れ
は
５
本
の
法
を
束
ね
た
名
称
で
、「
原

子
力
に
対
す
る
確
か
な
規
制
」
を
役
割
と

す
る
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
が
、
全
会

一
致
で
な
く
反
対
意
見
が
あ
る
中
で
強
行

さ
れ
た
も
の
。
こ
の
よ
う
な
権
力
の
暴
走

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
組
織

力
で
戦
争
反
対
、
脱
原
発
社
会
の
実
現
、

安
全
の
再
確
立
、働
き
方
改
悪
反
対
、ロ
ー

カ
ル
線
と
地
方
の
生
活
を
守
る
た
た
か
い

を
堂
々
と
推
し
進
め
て
い
く
。

山
口
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

大会表彰者 議 長 団

スムーズな議事進行、
ありがとうございました！

木村　　正 代議員（J R 西 労）
池田　遼平 代議員（鉄　研　労）

菅野　武男 様（J R 西 労）
西原　重延 様（JR貨物労組）

田村　　豊 様（J R 西 労）

JR総連運動を長年牽引していただき、ありがとうございました！
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代
議
員
発
言（
要
旨
）

Ｊ
Ｒ
東
労
組
・
佐
藤
代
議
員

　

国
府
津
運
輸
区
・
宇
都
宮
運
輸
区
で
発
生
し

た
懲
罰
的
な
日
勤
教
育
な
ど
、
会
社
は
責
任
追
及

へ
逆
戻
り
。
先
輩
た
ち
が
創
り
上
げ
て
き
た
安
全

文
化
を
蔑
ろ
に
し
て
き
た
。
豊
田
運
輸
区
分
会
で

は
、
組
合
員
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
、
人
権
無
視 

・

人
間
破
壊
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
異
動
。
団

結
を
強
化
し
、
責
任
追
及
の
会
社
の
官
僚
体
質
に

対
し
て
断
固
と
し
て
闘
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
・
行
山
代
議
員

　

人
事
制
度
変
更
か
ら
４
年
。
会
社
は
、
想
定
よ

り
上
位
を
目
指
す
人
が
出
て
い
な
い
と
語
っ
て
い

る
。
格
差
を
拡
げ
、
更
に
競
争
す
る
制
度
に
変
わ

る
可
能
性
も
。
安
全
最
優
先
の
職
場
風
土
を
つ
く

り
、
過
度
な
競
争
を
無
く
し
、
公
平
・
公
正
な
人

事
制
度
の
確
立
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
・
河
上
代
議
員

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
機
に
、
全
世
界

的
な
国
家
間
の
分
断
・
対
立
は
激
化
。
日
本
は
岸

田
政
治
に
よ
っ
て
大
軍
拡
、
軍
事
大
国
化
へ
の
転

換
が
一
気
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
の
精
神
で
た
た
か
い
抜
く
こ
と
が
問

わ
れ
て
い
る
。
定
中
で
「
９
条
連
会
員
の
拡
大
に

む
け
た
提
起
」
を
受
け
、
ひ
と
り
一
人
の
実
践
に

よ
っ
て
、
１
３
０
名
の
拡
大
を
か
ち
取
っ
た
。

九
州
地
協
・
平
井
代
議
員

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年
３
か
月

以
上
。
鉄
道
で
働
く
多
く
の
労
働
者
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
る
。
平
和
運
動
は
平
和
で
あ
る
う
ち
に

し
か
で
き
な
い
。
憲
法
９
条
を
守
り
あ
ら
ゆ
る
戦

争
政
策
に
反
対
し
、「
９
条
連
」
を
は
じ
め
と
し

た
市
民
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
平
和
と
民
主
主

義
と
守
る
闘
い
を
つ
く
り
出
す
。

東
北
地
協
・
湯
ノ
目
代
議
員

　

ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
む
け
て
、
盛
岡
地
本
で
は

地
域
に
問
題
意
識
を
発
信
し
、
見
直
し
対
象
の
８

線
区
の
線
区
ご
と
に
「
市
民
と
共
に
守
る
会
」
や

「
創
る
会
」
な
ど
の
市
民
団
体
を
結
成
し
、
関
係
自

治
体
へ
の
要
請
書
の
提
出
の
ほ
か
、
市
民
団
体
を

連
絡
会
と
し
て
繋
げ
、
関
係
議
員
や
市
民
団
体
と

共
に
「
未
来
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
ロ
ー

カ
ル
線
と
職
場
の
未
来
を
見
据
え
闘
っ
て
い
く
。

聚
楽
労
組
・
加
藤
代
議
員

　

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
で
は
、
各
単
組
・
地

本
・
支
部
・
分
会
な
ど
か
ら
多
く
の
檄
を
い
た
だ

き
、
大
変
励
み
と
な
っ
た
。
交
渉
を
積
み
重
ね
３
，

２
０
０
円
で
妥
結
。
組
合
員
か
ら
「
年
間
約
４
万

円
増
え
る
の
は
大
き
い
」
な
ど
の
肯
定
的
な
意
見

が
多
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
総
連
や
仲
間
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
。

鉄
研
労
・
中
村
代
議
員

　

ベ
ア
１
，０
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク

制
度
拡
大
、
女
性
休
養
室
新
設
、
福
利
厚
生
制
度

改
善
な
ど
多
く
の
要
求
項
目
で
前
進
回
答
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
労
働
環
境
を
改
善
し
よ
う

と
い
う
当
局
の
姿
勢
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。
ま

た
今
春
闘
で
は
、
組
合
員
の
意
見
を
積
極
的
に
収

集
し
、
即
座
に
交
渉
へ
活
か
す
取
り
組
み
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
組
合
員
一
丸
と
な
っ
た
交

渉
が
出
来
た
。

シ
ス
テ
ム
労
・
木
部
代
議
員

　

定
期
昇
給
完
全
実
施
・
ベ
ア
５
，０
０
０
円
獲

得
。
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
分
会
の
ベ

ア
獲
得
に
も
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
組
合
員
と
の

対
話
、
意
見
集
約
、
交
渉
結
果
の
報
告
を
地
道
に

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
頼
を
重
ね
成
果
を

引
き
出
し
て
い
く
。
こ
の
成
功
体
験
を
組
合
員
と

共
有
し
、
次
の
課
題
に
向
け
た
原
動
力
に
な
る
と

実
感
で
き
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
連
・
丸
山
特
別
代
議
員

　

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

労
組
が
２
年
連
続
の
ベ
ア
を
勝
ち
取
り
、
波
及
効

果
は
各
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
も
。
Ｊ
Ｒ
総
連
・
労
連

の
仲
間
と
と
も
に
闘
う
こ
と
、
連
帯
・
共
闘
の
意

義
を
強
く
実
感
す
る
春
闘
と
な
っ
た
。

関
東
地
協
・
椀
田
代
議
員

　

国
府
津
運
輸
区
分
会
は
全
組
合
員
と
個
別
対

話
を
お
こ
な
い
、
こ
の
た
た
か
い
が
な
か
っ
た
ら

「
脱
退
さ
せ
ら
れ
て
い
た
」「
死
ん
で
い
た
か
も
知

れ
な
い
」
と
の
声
。
た
た
か
う
こ
と
で
し
か
組
織

強
化
・
拡
大
は
で
き
な
い
と
実
感
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
労
・
幸
代
議
員

　

今
春
闘
で
は
、
職
場
の
声
に
根
ざ
し
た
交
渉
を

粘
り
強
く
つ
く
り
出
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
の
求
心
力
を

高
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
組
織
拡
大
を
前
進
さ
せ

よ
う
と
意
思
統
一
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
２
名
の

組
織
拡
大
に
至
っ
た
。
引
き
続
き
職
場
闘
争
を
強

化
し
、
更
な
る
組
織
の
拡
大
に
奮
闘
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
・
本
橋
代
議
員

　

年
休
裁
判
は
、
約
５
年
半
の
闘
い
を
経
て
、
３

月
27
日
東
京
地
裁
で
東
京
訴
訟
の
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
、
原
告
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
る
画
期
的

な
勝
利
判
決
。
年
休
権
と
い
う
労
働
者
の
権
利
の

重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
労

働
条
件
、
職
場
環
境
の
改
善
に
む
け
て
闘
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
・
村
上
代
議
員

今
春
闘
で
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
総
括
議
論

を
展
開
し
24
春
闘
に
む
け
て
組
織
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。
ロ
ー
カ
ル
線
の
議
論
は
、
鉄
道
貨
物
輸

送
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
関
わ
る
問
題
。
Ｊ

Ｒ
総
連
・
各
単
組
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
・
加
藤
代
議
員

　
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
と
し
て
、
統
一
闘
争
・
統
一
要

求
で
た
た
か
う
意
思
統
一
と
、
22
春
闘
の
総
括
を

深
度
化
し
て
き
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
総
括
の

深
度
化
の
場
の
検
討
を
要
請
す
る
。
安
全
で
魅
力

の
持
て
る
仕
事
・
職
場
を
創
造
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
結
集
を
さ
ら
に
訴
え
、
組
織
拡
大
実
現
に
む
け

て
奮
闘
す
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
・
高
橋
代
議
員

　

24
春
闘
を
考
え
て
い
く
と
き
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
及

び
各
単
組
の
主
体
的
力
量
を
高
め
て
、
各
産
別
と

の
連
帯
、
共
闘
を
さ
ら
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
Ｊ
Ｒ
総
連
の
リ
ー
ド
を
要
請
す

る
。
政
治
も
経
済
も
軍
事
的
に
一
体
化
・
強
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
転
換
期
に
お

い
て
「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
実
践
す
る

Ｊ
Ｒ
総
連
に
力
を
結
集
し
、
一
歩
も
二
歩
も
前
に

出
る
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
危
機
を
突

破
す
る
実
践
方
針
を
確
立
し
、
組
織
強
化
を
か
ち

と
る
た
め
に
奮
闘
す
る
。

　

15
名
の
代
議
員
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。
一
年
間
の

実
践
が
裏
打
ち
さ
れ
、
教

訓
的
な
発
言
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
単
組
に
学

び
、
地
協
に
学
び
、
労
連

に
学
び
、
共
に
組
織
強
化

を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
。

２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
23
春
闘
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と

貨
物
は
２
年
連
続
で
ベ
ア
を
獲
得
し
大
き
な
成
果
を

実
現
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
、
Ｊ
Ｒ
西

労
に
お
い
て
は
、
他
労
組
や
社
友
会
と
の
春
闘
の
違
い

を
鮮
明
に
し
て
、
組
織
強
化・
拡
大
を
据
え
て
春
闘
を

た
た
か
い
抜
き
、
会
社
に
対
し
て
再
申
し
入
れ
を
行

う
な
ど
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
推
し
進
め
て
頂
い
た
。
５

連
協
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
粘
り
強
く
た
た
か
い
抜

き
組
織
強
化
が
確
認
で
き
る
春
闘
で
あ
っ
た
。
聚
楽

労
組
は
、
ベ
ア
２
，７
０
０
円
か
ら
３
，２
０
０
円
、
ま

さ
に
た
た
か
い
な
く
し
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
鉄
研
労

は
、
よ
り
具
体
的
に
組
合
員
を
意
識
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
春
闘
を
た
た
か
い
抜
い
て
き
た
。
シ
ス
テ
ム
労

は
、次
な
る
た
た
か
い
の
展
望
を
考
え
実
践
す
る
こ
と
、

成
功
体
験
を
共
有
し
次
な
る
た
た
か
い
に
繋
げ
る
こ

と
、
ま
さ
に
労
働
運
動
つ
く
り
の
原
点
が
今
春
闘
の

中
で
実
現
で
き
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を

さ
ら
に
深
度
化
さ
せ
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に

む
け
て
た
た
か
い
を
進
め
て
い
く
。

　

一
方
、
経
団
連
十
倉
会
長
は
「
構
造
的
な
賃
上
げ

に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
産
業
構
造
の
転
換
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
労
働
移
動
と
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
産
業
全
体
で
進
め
て
行
く
こ
と
、
そ
の
前
提
は
ジ
ョ

ブ
型
で
あ
り
、
雇
用
の
在
り
方
も
変
え
て
い
く
べ
き

だ
と
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
労
働

者
の
雇
用
や
労
働
条
件
に
不
利
益
を
お
よ
ぼ
す
も
の

に
は
断
固
と
し
て
反
対
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
３
月
27
日
、
年
休
裁
判
で
全
面
勝

利
し
た
判
決
の
中
で
裁
判
官
は
「
年
休
取
得
で
事
業

に
支
障
が
生
じ
る
と
し
て
も
、
会
社
が
年
休
取
得
を

変
更
す
る
権
利
を
行
使
し
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
断
定
し
、
改
め
て
年
休
権
と
い
う
労
働
者
の
権
利

の
重
要
性
を
確
認
し
た
判
決
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
カ
ル
線
存
続・
鉄
路
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
守

る
た
た
か
い

　

ロ
ー
カ
ル
線
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
議
員・
地
域

と
の
連
帯
に
よ
り
た
た
か
い
の
裾
野
を
拡
げ
て
き
た

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
５・
20
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
は
地
域
と
の
連
帯

で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
地
域
と
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
に
た
た
か
い
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
。

　

併
せ
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
支
援
に
つ
い

て
正
念
場
を
迎
え
る
年
で
あ
る
。
仲
間
の
雇
用
と
生

活
を
守
り
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
守
る
た
め
に
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
労
組
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
と
連
帯
し
、
Ｊ
Ｒ

総
連
議
員
懇
談
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
議
員
と

共
に
支
援
を
実
現
し
て
い
く
。

安
全
確
立
に
つ
い
て

　

懲
罰
的
日
勤
教
育
と
安
全
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ

た
。
明
ら
か
に
今
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
実
態
は
、
つ
く

り
上
げ
て
き
た
安
全
文
化
の
否
定
、
人
間
労
働
の
否

定
で
あ
る
。
人
間
労
働
を
前
提
と
し
た
労
働
を
構
築

し
、
人
間
労
働
を
前
提
と
し
た
原
因
究
明
を
お
こ
な

い
、
職
場
に
根
ざ
し
た
安
全
文
化
を
再
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
発
言
が
あ
っ
た
安
全
の
共

有
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
職
場
内
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
断

固
許
さ
ず
、
根
絶
に
む
け
て
連
帯
し
て
た
た
か
い
を

進
め
て
い
く
。

平
和
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
和
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
実
践
的
な
発
言
が
あ
っ

た
。
平
和
の
危
機
を
受
け
止
め
、
実
践
す
る
こ
と
以

外
に
道
を
切
り
拓
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
る
発

言
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
た
た
か
い
に
学
び
組
織

強
化
を
通
じ
な
が
ら
、
何
と
し
て
も
憲
法
９
条
を
守

り
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
平
和
主
義
を
大
き
く
変
質
さ
せ
る
「
防
衛

装
備
移
転
三
原
則
」
の
運
用
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
様
な
武
器
を
製
造
す
る
国

内
の
防
衛
産
業
を
維
持
す
る
た
め
の
「
防
衛
産
業
強

化
法
案
」
が
衆
議
院
を
通
過
し
、参
議
院
へ
送
ら
れ
た
。

　

私
た
ち
は
す
べ
て
の
戦
争
法
案
に
反
対
し
、
９
条

連
と
共
に
地
域
か
ら
連
帯
の
輪
を
拡
大
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
何
と
し
て
も
戦
争
を
さ
せ
な
い
た
め
に
憲

法
９
条
を
守
り
抜
い
て
い
こ
う
。

　

私
た
ち
の
た
た
か
い
の
基
本
は
「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
こ
の
社
会
に
生
き
て
い
る
以
上
、

た
た
か
い
な
く
し
て
人
間
性
も
労
働
者
の
権
利
も
、

そ
し
て
子
供
た
ち
の
未
来
も
勝
ち
取
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
８
単
組
、
地
協
、
労

連
の
連
帯
を
強
化
し
、
そ
し
て
地
域
と
の
広
が
り
を

更
に
拡
大
し
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
１
年
を
た
た
か
い

抜
い
て
い
く
こ
と
を
述
べ
、
総
括
答
弁
と
す
る
。

熊
谷
書
記
長
総
括
答
弁(

要
旨
）
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Ｊ
Ｒ
総
連
は
5
月
20
日
、「
国
鉄
改
革
か
ら
35
年
『
仲
間
と
と
も
に

地
域
社
会
と
鉄
路
の
未
来
を
切
り
拓
く
5
・
20
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』」

を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
組
合
員
の
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会
所
属
の
多
く
の
国
会
議
員
と
秘
書
の
方
々

に
も
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
山
口
委
員
長
は
「
４
月
21
日
、『
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律（
地
活
化
法
）等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
』
の
成
立
に
よ
っ
て
、ロ
ー
カ
ル
線
存
続
、物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
確
保
の
た
め
の
た
た
か
い
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。
今
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
端
緒
に
、
改
め
て
鉄
道
が
社
会
生
活
や
物
流
に
果
た
す
役
割
を

明
確
に
し
、
地
域
の
仲
間
と
共
に
さ
ら
に
一
歩
前
に
出
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
、
藤
波
孝
生
元
官
房
長
官
の
秘
書
と
し
て

国
鉄
改
革
当
時
を
間
近
で
見
て
こ
ら
れ
た
知
見
か
ら
、
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
今
後
の
鉄
道
の
役
割
に
つ
い
て
、
衆
議
院
議
員
・
松
木
け
ん

こ
う
氏（
北
海
道
２
区
）よ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

政
策
発
表
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・Ｊ
Ｒ
東
労
組
・Ｊ
Ｒ
西
労
・Ｊ
Ｒ
貨
物
労

組
か
ら
、「
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
活
性
化
」
に
む
け
て
地
域
と
共
に
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
の
報
告
、
人
流
・
物
流
の
両
面
か
ら
「
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
む
け
た
課
題
」
や
「
２
０
２
４
年
物
流
ク
ラ
イ
シ

ス
に
直
面
す
る
課
題
」
な
ど
に
対
す
る
提
言
を
お
こ
な
い
、
意
見
交
換

で
は
、「
２
０
２
４
年
度
以
降
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る
支

援
の
具
体
化
に
つ
い
て
」「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
の
上

限
規
制
に
起
因
す
る
物
流
輸
送
の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て
」「
国
鉄
改
革

か
ら
35
年（
実
質
36
年
）が
経
過
し
、
私

た
ち
Ｊ
Ｒ
に
働
く
仲
間
は
、
地
域
社
会

と
連
帯
し
、
地
域
に
利
用
さ
れ
る
鉄
道

を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要

だ
」
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
会
場
か
ら

出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
熊
谷
書
記
長
の
ま
と
め
を
お

こ
な
い
、「
地
域
の
目
線
に
た
ち
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
、
必
要
と
さ
れ
る
鉄

道
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に

地
域
と
共
に
声
を
あ
げ
て
い
く
」
こ
と

を
確
認
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
成
功
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

中
国
地
協
は
５
月
31
日
、「
第
36
回
臨

時
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
西
田
議
長
か
ら
臨
時
委
員
会
を

開
催
す
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
、
議
事
の
中

で
「
臨
時
委
員
会
開
催
ま
で
の
経
過
」
が

報
告
さ
れ
、「
今
後
の
方
針
」
と
し
て
、

島
根
県
協
の
活
動
「
休
止
」
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
山
口
委
員
長
か

ら
は
「
活
動
休
止
」
の
判
断
の
理
由
と
し

て
、
連
合
や
交
運
労
協
と
の
関
係
が
残
っ

て
い
る
こ
と
、
今
後
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ

い
て
の
議
論
で
県
協
の
役
割
が
増
し
て
い

く
こ
と
か
ら
「
解
散
」
で
は
な
く
「
休
止
」

と
判
断
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

発
言
で
は
、「
休
止
の
事
実
経
過
や
規

約
・
規
則
の
沿
っ
た
運
動
の
必
要
性
」「
伯

備
線
の
存
続
と
職
場
を
守
る
た
た
か
い
」

「
地
協
・
県
協
の
将
来
展
望
の
議
論
要
請
」

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
臨
時
委
員
会
開
催
に
向

け
て
中
国
地
協
と
島
根
県
協
の
「
事
実
関

係
の
齟
齬
」
を
埋
め
る
た
め
に
、「
関
係

者
会
議
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
島
根
県
協
か
ら
中
国
地
協
に
伝
え

て
き
た
「
解
散
」
や
「
休
止
」
に
つ
い
て

の
連
絡
を
、
中
国
地
協
は
全
く
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、「
関
係
者
会
議
」
の

議
論
か
ら
、
島
根
県
協
か
ら
中
国
地
協
に

メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
伝
え
た
事
実
が
あ

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
地
協
・
県
協
間
の
連
絡
体
制
を

し
っ
か
り
と
再
確
立
し
て
い
く
こ
と
、
将

来
展
望
と
し
て
地
協
・
県
協
の
あ
り
方
の

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

国鉄改革から35年「仲間とともに地域社会と
鉄路の未来を切り拓く5.20政策シンポジウム」開催！

中国地協「第３６回臨時委員会」開催！

5.20政策シンポジウム


